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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バランス・ウェイト（12）と、車輪に固定されるクリップ（11）とを備えていて、その
バランス・ウェイトが亜鉛合金でできており、クリップとともに腐食防止用保護層（13）
で覆われている車輪バランス装置（10）において、該腐食防止用保護層が、重合した結合
剤の中に少なくとも1つの亜鉛層が含まれたもので形成されていることを特徴とする装置
。
【請求項２】
　該バランス・ウェイトが、該クリップの一部に被せて成形されている、請求項1に記載
の装置。
【請求項３】
　該バランス・ウェイトを構成する材料が亜鉛-アルミニウム合金である、請求項1または
2に記載の装置。
【請求項４】
　該バランス・ウェイトを構成する材料が、銅を多くとも痕跡量しか含まない、請求項3
に記載の装置。
【請求項５】
　該バランス・ウェイトを構成する材料が、亜鉛を少なくとも95重量％含む合金である、
請求項1に記載の装置。
【請求項６】
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　該バランス・ウェイトを構成する材料が、亜鉛を96％、アルミニウムを4％含む、請求
項3に記載の装置。
【請求項７】
　該保護層がエポキシ樹脂でできている、請求項1に記載の装置。
【請求項８】
　該保護層が、重合した結合剤の中に少なくとも2つの亜鉛層が含まれたもので形成され
ている、請求項1～7のいずれか1項に記載の装置。
【請求項９】
　該保護層が、その保護層の色を決める顔料を含んでいる、請求項1に記載の装置。
【請求項１０】
　請求項1～9のいずれか1項に記載のバランス装置のセットであって、バランス装置が、
少なくとも5gから60gまでの複数のおもりを有するセット。
【請求項１１】
　ホイールと、タイヤと、請求項1～9のいずれか1項に記載の少なくとも1つのバランス装
置とを備える車輪。
【請求項１２】
　ホイールのそれぞれのリムに少なくとも1つのバランス装置を備える、請求項11に記載
の車輪。
【請求項１３】
　車輪バランス装置の製造方法であって、
　・クリップを作るステップと、
　・このクリップに亜鉛合金製のバランス・ウェイトを被せて成形するステップと、
　・このクリップをバランス・ウェイトと同時に、重合可能な樹脂に亜鉛を添加した槽の
中に浸すステップと、
　・クリップとバランス・ウェイトの全体を覆っている樹脂を焼成するステップを含む方
法。
【請求項１４】
　顔料を該槽に入れる、請求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　槽に2回目に浸たすステップと、2回目の焼成を行なうステップを実施する、請求項13ま
たは14に記載の方法。
【請求項１６】
　該浸漬ステップと該焼成ステップの間に遠心分離処理を実施する、請求項13に記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タイヤを有する車両の車輪バランス装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タイヤを車輪のホイールに取り付けるとき、一般に、このようにして形成される車輪の
静的平衡と動的平衡を得ることを目的とした装置を正しく選択した位置（ホイールの周辺
部であることが最も多い）に取り付ける必要がある。
【０００３】
　それは、クリップを用いてホイールに固定されたバランス・ウェイトである。このおも
りは、鉛で作られていることがしばしばある。この材料が選ばれたのは、密度が大きいか
らである。クリップは一般に鋼でできている。このようなおもりとクリップの接合は、ホ
イールに取り付けるときに実現できるが、おもりの製造時にクリップの上から被せる成形
によっておもりをクリップに固定するのが一般的である。
【０００４】
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　しかし鉛は、特に人の健康と環境の観点からしてさまざまな欠点を有する材料である。
そのため、（特に高速で運転しているときに出現する遠心効果による）大きな物理的な力
に耐えられ、車輪の平衡状態を迅速かつ容易に実現することができ、できれば存在が目立
たず、しかも鉛の使用に関係する欠点のないバランス装置を利用したいという要望が出て
いる。
【０００５】
　この点に関しては、廃車に関するヨーロッパのガイドライン2000/53/CEと、鉛をベース
としたバランス装置を即時に完全に禁止することを目指すプロジェクトを挙げることがで
きる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　すでに、車輪バランス装置のおもりとして、錫をベースとしたもの（これについては、
特に、WO 99/55924に記載されている）や、アルミニウム合金またはマグネシウム合金か
らなるもの（アメリカ合衆国特許第5,350,220号を参照のこと）を用いることが提案され
ている。しかし鉛よりも密度がはるかに小さいこれらの材料は、より高価であるだけでな
く、自動車産業で必要とされるすべてのバランス装置の鉛と置き換えるだけの量がないと
いう欠点を有する。しかも錫に関しては、使用条件によってはこの材料が崩壊するため環
境汚染につながることが明らかになっている。
【０００７】
　これとは対照的に亜鉛または亜鉛合金は、納得できる価格で大量に利用できる材料の候
補であり、密度も錫と同程度である（約7）。しかしこのような材料は全体として不適切
である可能性がある。というのも、バランス・ウェイトとホイールを構成する材料の間に
（ホイールを構成する材料が鋼鉄であれ、アルミニウム合金であれ）電池現象が現われる
可能性があるため、このおもりまたはホイールが分解する危険性があって受け入れられな
いからである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　しかし本発明では、亜鉛または亜鉛合金でできたバランス・ウェイトを備える車輪バラ
ンス装置を提供する。
【０００９】
　より詳細には、本発明により、バランス・ウェイトと、車輪に固定されるクリップとを
備える車輪バランス装置であって、バランス・ウェイトが亜鉛合金でできており、クリッ
プとともに腐食防止用保護層で覆われている装置を提供する。
【００１０】
　保護層は、おもりの表面だけでなく、クリップの表面にも延びていることに注意された
い。そのため実現される保護状態が向上し、要望に応えるバランス装置を実現するのに亜
鉛（と少なくとも1種類の別の元素からなる合金にすることが最も多い）を用いてもまっ
たく問題がなくなる。
【００１１】
　バランス・ウェイトは、クリップの一部に被せて成形されていることが好ましい。する
と優れた一体化状態が実現し、クリップ-おもりの全体に対する保護層が容易に得られる
。しかし他の結合方法も可能である。例えば、嵌め込みによる固定結合法が挙げられる。
【００１２】
　バランス・ウェイトを構成する材料は、亜鉛-アルミニウム合金であることが望ましい
。すなわち、よく知られていて合理的な価格で容易に入手することができ、しかも望む物
理的性質を有するタイプの合金であることが望ましい。この合金は、商品名ZAMAK5として
知られるタイプのもの（すなわち銅を約1重量％含むもの）にすることができる。しかし
亜鉛とアルミニウムの合金で銅を含まないもの（したがって銅を多くとも痕跡量しか含ま
ないもの）を選択することが好ましい。その場合には、原価が安くなる。バランス・ウェ



(4) JP 4664073 B2 2011.4.6

10

20

30

40

50

イトを構成する材料は、亜鉛を非常に多く含む合金であること、すなわち亜鉛を少なくと
も95重量％含む合金であることが好ましい。本発明の装置を実現するのに非常に適した合
金は、亜鉛を96％、アルミニウムを4％含む合金である。この合金は、商品名であるZAMAK
3と呼ばれることがある。
【００１３】
　腐食防止用の保護層は、さまざまな性質のものが可能である。そのため保護層は、エポ
キシ樹脂にすることができる。これは、堆積方法も性質もよく知られているタイプの保護
層である。
【００１４】
　しかし別の好ましい実施態様によれば、この保護層は亜鉛を主に含んでいる。
【００１５】
　第1の実施態様によれば、この保護層は電気亜鉛メッキによって得られる。
【００１６】
　別の実施態様によれば、保護層は、重合した結合剤の中に少なくとも1つの亜鉛層が含
まれたもので形成されている。このようにすると、電気亜鉛メッキによって得られる保護
層よりも光沢のない外観になるという利点がある。保護層を、重合した結合剤の中に少な
くとも2つの亜鉛層が含まれたもので形成することも望ましい。このようにすると、特に
、まず最初に主要層を堆積させた後、要望に応じて外観を制御するための仕上げ層を堆積
させることが可能になる。
【００１７】
　保護層は、その保護層の色を決める顔料を含んでいることが好ましい。保護層が、重合
した結合剤の中に少なくとも1つの亜鉛層が含まれたものである場合には、このようにす
ることは非常に簡単である。
【００１８】
　バランス・ウェイトは、鉛を用いた従来のバランス・ウェイトよりも軽い材料でできて
いるため、重さが同じなら体積が大きくなることに注意されたい。そのため、光沢のない
外観にできること、それどころかバランス装置ができるだけ目立たないようにするために
色を制御できることには意味がある。
【００１９】
　本発明ではさらに、本発明によるバランス装置のセットであって、バランス装置が、少
なくとも5gから60gまで（例えば5gから5g刻みで100gを超える重さまで）の複数のおもり
を備えるセットを提供する。実際、従来法でバランス状態を実現する作業員は、必要とな
る可能性のあるさまざまなサイズの装置に対処できるとメリットがあるため、そのセット
がいずれにせよ一般的な構成になっていると好ましいのは明らかである。
【００２０】
　本発明は、ホイールと、タイヤと、本発明による少なくとも1つのバランス装置とを備
える車輪にも関する。この車輪は、ホイールのそれぞれのリムに少なくとも1つのバラン
ス装置を備えることが好ましい。
【００２１】
　最後に、本発明では、車輪バランス装置の特別な製造方法であって、
　・クリップを作るステップと、
　・このクリップに亜鉛合金製のバランス・ウェイトを被せて成形するステップと、
　・このクリップをバランス・ウェイトと同時に、重合可能な樹脂に亜鉛を添加した槽の
中に浸すステップと、
　・クリップとバランス・ウェイトの全体を覆っている樹脂を焼成するステップを含む方
法を提供する。
【００２２】
　槽には顔料を入れることが好ましい。さらに、槽に2回目に浸たすステップと、2回目の
焼成を行なうステップを実施することが望ましい（このようにすると該の主要層と仕上げ
層を得ることができる）。クリップ-おもりの全体に対する保護層の厚さを制御する1つの
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方法は、浸漬ステップと焼成ステップの間に遠心分離処理を行なうという方法である。
【００２３】
　本発明の目的、特徴、利点は、具体例として挙げた以下の説明から明らかになろう。し
かし本発明がこの具体例に限定されることはない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　図1は、主としてホイール2とタイヤ3を備える車輪1を示している。ホイールは一般に2
つのリムを備えており、そのリムの内側に沿った位置にタイヤの側部がある（図1にはそ
のようなリム4とそのような側部5しか描かれていない）。静的平衡と動的平衡を実現する
ため、少なくとも1つのバランス装置10が設けられている。従来と同様、この図ではバラ
ンス装置10はホイールのリムの曲線部に固定されている。
【００２５】
　図2からわかるように、このバランス装置10は、車輪に固定されるクリップ11と、ここ
では上から被せる成形によってそのクリップに固定されたバランス・ウェイト12を備えて
いる。
【００２６】
　クリップは通常は鋼製である。
【００２７】
　本発明によれば、バランス・ウェイト12は亜鉛合金でできており、物理的または化学的
に有害な作用や腐食を防ぐため、クリップ11ととともに保護層13で覆われている。
【００２８】
　この合金は、亜鉛-アルミニウム合金であって銅を含まないことが望ましい。亜鉛96％
、アルミニウム4％の合金であることが望ましい。
【００２９】
　保護層13は、バランス・ウェイトだけでなくクリップの表面にも広がっているため、ク
リップの少なくとも一部を、車輪でバランス装置が取り付けられている部分から離した状
態にしている。この保護層13はエポキシ樹脂にすることができ、厚さは例えば50－150ミ
クロンである。
【００３０】
　しかしこの保護層は、主として亜鉛を含んでいることが好ましい。
【００３１】
　この保護層は、電気亜鉛メッキによって堆積させることができる。
【００３２】
　しかしこの保護層は、重合した結合剤（または樹脂）中に少なくとも1つの亜鉛層が含
まれた構成にすることが好ましい。すると電気亜鉛メッキによって一般に得られるよりも
光沢のない外観になる。
【００３３】
　図面を見やすくするため、この保護層の厚さは誇張してある。というのも、厚さは8－1
5ミクロンが好ましいからである。
【００３４】
　図2には示すことができないが、この保護層は、2つ（あるいはそれよりも多数）の層を
有することが望ましい。すなわち、物理的性質と化学的性質の多くを担う主要層だけでな
く、表面の外観を望み通りにする仕上げ層も有することが望ましい。
【００３５】
　この保護層は、バランス装置の色を決める顔料を含んでいることが特に望ましい。バラ
ンス装置の色は、灰色（例えばアルミニウム製ホイールの場合）、あるいは黒色（例えば
鋼板製ホイールの場合）、あるいは灰色と黒色の中間色であることが望ましいが、他の任
意の色にすることもできる。しかし任意の色にする場合には、タイヤまたはホイールの色
にできるだけ近い色を選択することが望ましい。
【００３６】
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　バランス状態を実現する作業員は、通常は動的テストを行なう。このテストにより、テ
ストする車輪を動的安定状態にすることを目的としてその車輪に固定するバランス装置の
場所と重さを知ることができる。このテストは2回行なわれることがしばしばある。その
結果、ホイールのそれぞれのリムにバランス装置が固定される。テスト結果に基づき、そ
して場合によっては車輪の色にも基づき、作業員は、例えば重量が5gごとに5gから60gま
で、あるいはそれ以上の重さ（100gまたはそれ以上）まで揃った少なくとも1つのバラン
ス装置セットの中から、適切なバランス装置を選択する。選択したバランス装置の取り付
けは、衝撃を加えるという従来法による（木槌で1回または2回叩く）。
【００３７】
　図3は、保護層が亜鉛をベースとしていて、外観に光沢がなく、必要に応じて選択した
色になっているという望ましい実施態様におけるバランス装置の好ましい製造方法を示し
ている。
【００３８】
　第1ステップでは、従来と同様、クリップを製造する。
【００３９】
　第2ステップでは、それぞれのクリップに亜鉛-アルミニウム合金（例えば前出のZAMAK3
）を被せて成形する。この被せる成形は、鉛の中でクリップの上から被せる成形を行なう
設備を用いて実現することができる。ただし、鉛がわずかでも残っているとその設備の機
能停止につながる可能性があるため、あらかじめよく清掃して鉛を完全に除去しておく必
要がある（さもないと当業者は、工業的には亜鉛-アルミニウム合金を使用できないとい
う早まった結論を出してしまう可能性がある）。
【００４０】
　浸漬と呼ばれる第3ステップでは、得られた部材（クリップ-おもり）を篭の中に入れ、
周囲温度にて、一般に薄い層の形態になった亜鉛が含まれた重合可能な結合剤を含む槽に
約15秒間浸し、その部材の全表面が5－15ミクロンの厚さまでの物質層で覆われるように
する。
【００４１】
　次に、この部材に対して遠心分離ステップ（2方向の遠心分離が好ましい）を実施して
過剰な物質を除去し、堆積された保護層の厚さを制御することが望ましい。この操作は、
約10－20秒間実施する。
【００４２】
　焼成ステップでは、部材をコンベアの上に載せ、200－250℃になった焼成炉の中を20分
かけて通過させ、層を重合させる。
【００４３】
　1層しかなくてもよいが、望む性質（特に塩分を含んだ霧に対する耐性、色など）にと
って問題がないのであれば、主要層を堆積させた後、仕上げ層を堆積させることが好まし
い。その場合、それぞれの層について、浸漬ステップ、遠心分離ステップ、焼成ステップ
を実施する。
【００４４】
　例えばB46という名称で知られるMAGNYという製品の浴は、灰色の主要層、すなわち亜鉛
（亜鉛層）が豊富に含まれる無機被覆（または塗装）を実現するのに役立つ。B18という
製品は、灰色に仕上げる（粉末アルミニウムを添加したエポキシ樹脂タイプの有機被覆）
のに役立つのに対し、B37という製品は黒色に仕上げるのに役立つ。
【００４５】
　仕上げ層は、特に、白い錆の出現を遅らせるのに役立つだけでなく、化学物質に対する
抵抗力を向上させることもできる。
【００４６】
　主要層の焼成は250℃で実施するのに対し、仕上げ層の焼成は、より低い温度、例えば2
00℃で実施することが好ましい。
【００４７】
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　最後に、個々のバランス装置を調整し、例えばすでに指摘したようなバランス装置セッ
トを構成する。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】ホイールと、タイヤと、本発明のバランス装置を備える車輪の部分図である。
【図２】ホイールのリムに取り付けられたこのバランス装置の横断面を示す図である（部
分図）。
【図３】本発明によるバランス装置を製造するための好ましい方法の原理を示す図である
。

【図１】 【図２】
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【図３】
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